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要         旨 

糖類の過剰摂取は肥満や糖尿病などの疾患の原因となることが報告され

ており、特に異性化糖の摂取が問題となっている。ベトナム/カンボジア

では経済発展に伴い糖類の摂取が容易になってきた。しかしベトナム/カ

ンボジアでは糖類成分表がなく、国民の糖類摂取量を算定できなかった。 

そこで、ベトナム/カンボジアでよく摂取されている飲食物 46 種類を選

び、糖類の含量を実際に測定して成分表を作成した。ベトナム/カンボジ

アの子ども(7，10，13 才)の食事調査を実施し、この成分表を用いて糖類

摂取量を明らかにした。日本の子ども対しても同様の食事調査を行い日本

における糖類摂取量も算定して、比較した。 

 ベトナム/カンボジアでよく摂取されている食品中のスクロース、グル

コース、フルクトース、ラクトースおよびマルトースの含量を初めて明ら

かにし、成分表としてまとめた。 

 日本とベトナム/カンボジア都市部の子どもの身長、体重、BMI は 7 才

では差が見られなかったが、年齢と共に日本の子どもの方が高くなった。

ベトナム・カンボジア農村部の子どもは日本とベトナム・カンボジア都市

部の子どもよりも低かった。日本の子どものエネルギー摂取量が各年代で

最も高かった。 

 糖類の総摂取量は、日本の子どもでは 25.7±16.2ｇ/日、ベトナム/カ

ンボジア都市部の子どもは 26.9±24.9ｇ/日、農村部の子どもは 17.9±

18.1ｇ/日であった。いずれの地域も総糖類摂取量は WHO が推奨するエネ

ルギー摂取量の 10％以下であった。また、グルコースとフルクトースそ

れぞれの摂取量は、日本では 3.3g、3.4g、ベトナム/カンボジア都市部で

は 5.7g、6.3g、農村部では 1.2g、2.1ｇで、グルコースとフルクトースの

合計摂取量が総糖類摂取量に占める割合は、日本では 26％、ベトナム/カ

ンボジア都市部は 46％、農村部は 17％であった。 

 ベトナム・カンボジア都市部では異性化糖を多く含む食品の摂取が高い

ことを明らかにした。 
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